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マレーシア河川フォーラム2012 参加報告
（2012年9月6日：マレーシア国プトラジャヤ）

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 事務局日本河川 流域再生ネットワ ク( ) 事務局



マレ シア河川フ ラムがマレ シアの新行政首都 プトラジ ヤ(P j )で2012マレーシア河川フォーラムがマレーシアの新行政首都・プトラジャヤ(Putrajaya)で2012
年9月6日に開催され、「日本の河川再生における住民参加」という演題でJRRN 会員・川崎
秀明氏（財団法人ダム技術センター、前・山口大学教授）が講演されるとともに、JRRNが

取組むアジアの河川・流域再生ネットワークの構築やマレーシアにおける河川再生最新事取組むアジアの河川 流域再生ネットワ クの構築やマレ シアにおける河川再生最新事
情の収集を目的にJRRN事務局員1名も同行しました。

本フォーラムの概要を簡単にご紹介させて頂きます。

◆プログラム（英語版）や日本の講演資料はこちらから：

http://jp.a‐rr.net/jp/activity/public/140
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1.   「マレーシア河川フォーラム2012」とは？

民間企業とNGO、さらに連邦政府のパートナーシップで実現した、国内
外河川再生知見をマレーシアで共有するための技術向上・社会啓発行事！

本行事には、持続的な河川管理をテーマに、河川再生に携わるマレーシア国内の行政職
員や実務者、NGOなど約250名が参加し、マレーシアにおける河川の現状や河川再生の取組

みに加え シンガポ ル 豪州 日本 英国 ベトナムからの招聘講師による各国の河川みに加え、シンガポール・豪州・日本・英国・ベトナムからの招聘講師による各国の河川
再生に関わる様々な経験が紹介されました。

■開催地： マレ シア国 新行政首都プトラジャヤ■開催地： マレーシア国・新行政首都プトラジャヤ

■開催日： 2012年9月6日（木）

■主催者： GAB Foundation: Guinness Anchor Berhad Foundation 

（ギネス・アンカービール財団 ※民間企業）

■協力者： NRE（マレーシア国天然資源環境省 ※政府）

JPS Malaysia（マレーシア国灌漑排水局 ※政府）y （マレ シア国灌漑排水局 ※政府）

GEC（地球環境センター ※NGO）
河川再生を通じた環境教育
プロジェクトの説明パネル
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2.  プログラムの紹介

【全体プログラム概要】

9:00 9:30

【全体プログラム概要】

9:00 9:309:00‐9:30
・挨拶1： 主催者GAB財団会長
・挨拶2： JPS Malaysia（排水灌漑局）局長
・挨拶3： NRE（天然資源環境省）大臣

9:00‐9:30
・挨拶1： 主催者GAB財団会長
・挨拶2： JPS Malaysia（排水灌漑局）局長
・挨拶3： NRE（天然資源環境省）大臣

9:30‐12:40
・講演1： マレーシア・Way川における住民参加型河川再生の取組み
・講演2： マレーシアにおける河川管理
・講演3： シンガポール川の再生とMarina貯水池開発

9:30‐12:40
・講演1： マレーシア・Way川における住民参加型河川再生の取組み
・講演2： マレーシアにおける河川管理
・講演3： シンガポール川の再生とMarina貯水池開発

環境大臣の挨拶
・講演3： シンガポール川の再生とMarina貯水池開発
・講演4： オーストラリア・クイーンズランド州での河川健全化の取組み
・講演5： 日本の河川再生における住民参加

（昼食）
14:00 15:20

・講演3： シンガポール川の再生とMarina貯水池開発
・講演4： オーストラリア・クイーンズランド州での河川健全化の取組み
・講演5： 日本の河川再生における住民参加

（昼食）
14:00 15:2014:00‐15:20
・講演6： イギリス・テムズ川における活力ある川への取組み
・講演7： ベトナムにおけるメコン川での洪水との共生

15:20 17:15

14:00‐15:20
・講演6： イギリス・テムズ川における活力ある川への取組み
・講演7： ベトナムにおけるメコン川での洪水との共生

15:20 17:1515:20‐17:15
・総合討論： マレーシアにおける河川再生のこれから

（座長：GEC所長）

15:20‐17:15
・総合討論： マレーシアにおける河川再生のこれから

（座長：GEC所長） 会場入口の様子
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3.  各講演概要の紹介

【講演1】マレーシア・Way川における住民参加型河川再生の取組み

講演者：Renuka Indrarajah部長（ GAB財団）

◆講演要旨：

1 GAB財団の紹介1.   GAB財団の紹介
2.   GAB財団が取組む「waterプロジェクト」の紹介

・目的：水資源の大切さを社会に伝え、水や川の環境教育強化
・実施体制：GABが資金供与、GECが市民と実施、行政が協力

スライド表紙

実施体制 が資金供与、 が市民と実施、行政が協力
・実施方法：河川清掃などの活動と社会啓発の両面実施
・活動内容：清掃、浄化、植栽、研修、イベント、出前授業 etc.

3.   これまでの実績
11 000人が活動に参加・11,000人が活動に参加

・水質ランクが国の基準の「クラスIV‐V（極めて汚染されてい

る）」から「クラスIII（生き物が生息できる）」に改善

4. プロジェクトの成功要因4.   プロジェクトの成功要因
・ステークホルダーを巻き込み、地域の所有感を創造

5.    今後の展開
・フォーラムやガイドライン製作を通じマレーシア全土へ普及

講演の様子
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【講演 】 レ シア 川における住民参加型河川再生 取組み

3.各講演概要の紹介

【講演1】マレーシア・Way川における住民参加型河川再生の取組み
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【講演 】 レ シア 川における住民参加型河川再生 取組み

3.各講演概要の紹介

【講演1】マレーシア・Way川における住民参加型河川再生の取組み
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3.各講演概要の紹介

【講演2】マレーシアにおける河川管理

講演者：Lim Chow Hock河川部長（ DID灌漑排水局）

◆講演要旨：

1.   マレーシアの河川概況
2.   マレーシア河川の課題

・洪水、渇水、水質汚濁、土砂災害、堆砂・・・

河川 課題克服に向けた 組み
スライド表紙3.   河川の課題克服に向けた取組み

・統合水資源管理

4.   施策と法体系
水管 組織構造

スライド表紙

・水管理の組織構造

5.   イニシアティブ
・統合水資源管理におけるDID役割、「River of Life」プロジェクト

6 これまでの実績6.   これまでの実績
・洪水防御事例、洪水予警報システム、渇水管理、流域内貯留、

マラッカ川再生事業
講演の様子
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【講演 】 レ シアにおける河川管理

3.各講演概要の紹介

【講演2】マレーシアにおける河川管理

Malaysia NATIONAL RIVER FORUM 2012



【講演 】 レ シアにおける河川管理

3.各講演概要の紹介

【講演2】マレーシアにおける河川管理
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3.各講演概要の紹介

【講演3】シンガポール川の再生とMarina貯水池開発

講演者：Joseph Hui副理事（ シンガポール政府技術協力部）

◆講演要旨：

1.   シンガポールの水管理の組織体系
2.   1977年～1987年のシンガポール川再生の取組み

・課題認識 マスタープラン作成 ゴール設定 アクションプログ課題認識、マスタ プラン作成、ゴ ル設定、アクションプログ
ラム、具体活動

3. シンガポール川再生の成果
4.   1987年からのシンガポール川での更なる挑戦

スライド表紙

・Marina貯水池開発での飲料水供給（再生した川から飲み水を）

5.    統合的流域管理プログラム
・汚染源管理、緩和措置、水質モニタリング、公共・民間・市民

参加参加

講演の様子
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【講演 】シンガポ ル川 再生と 貯水池開発

3.各講演概要の紹介

【講演3】シンガポール川の再生とMarina貯水池開発
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【講演 】シンガポ ル川 再生と 貯水池開発

3.各講演概要の紹介

【講演3】シンガポール川の再生とMarina貯水池開発
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3.各講演概要の紹介

【講演4】オーストラリア・クイーンズランド州での河川健全化の取組み

講演者：Eva Abal准教授（クイーンズランド大学）

◆講演要旨：

1.   クイーンズランド南東部の流域、河川、内湾概況
2.   クイーンズランド南東部が直面する課題

・人口増加に伴う汚染負荷増大と堆砂問題人口増加に伴う汚染負荷増大と堆砂問題
・河川が流入するMoreton湾の水質悪化

3.   パートナーシップによる課題克服の取組み
・環境悪化の原因構造の把握

スライド表紙

・課題の特定

・課題克服に向けた行動の決定
・モニタリング活動
・ステークホルダーとのコミュニケーションステ クホルダ とのコミュ ケ ション

4.   適用可能な水管理について

講演の様子
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【講演 】オ ストラリア クイ ンズランド州で 河川健全化 取組み

3.各講演概要の紹介

【講演4】オーストラリア・クイーンズランド州での河川健全化の取組み
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【講演 】オ ストラリア クイ ンズランド州で 河川健全化 取組み

3.各講演概要の紹介

【講演4】オーストラリア・クイーンズランド州での河川健全化の取組み
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3.各講演概要の紹介

【講演5】日本の河川再生における住民参加

講演者：川崎秀明（財団法人ダム技術センター、前・山口大学教授）

◆講演要旨：

1.   1990年代のマレーシアへの河川愛護活動普及紹介
2.   日本のパートナーシップによる河川再生の変遷

・1960年代～1980年代
年代 年河川法改正前後・1990年代～1997年河川法改正前後

・2000年代

3. 日本の河川再生事例の成功要因
・パートナーシップ、所有感、仕組み・・・

スライド表紙

パ トナ シップ、所有感、仕組み

4.   具体事例の概要紹介
・鶴見川
・隅田川

紫川・紫川
・いい川・いい川づくりワークショップ

5.    JRRN及びARRN紹介
講演の様子
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【講演 】日本 河川再生における住民参加

3.各講演概要の紹介

【講演5】日本の河川再生における住民参加
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【講演 】日本 河川再生における住民参加

3.各講演概要の紹介

【講演5】日本の河川再生における住民参加
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3.各講演概要の紹介

【講演6】イギリス・テムズ川における活力ある川への取組み

講演者：Robert Oates専務理事（テムズ川再生基金）

◆講演要旨：

1.   ロンドン及びテムズ川の紹介
2.   テムズ川の変遷

・産業革命以降の水質悪化
下水道導入と当時 取組み・下水道導入と当時の取組み

・水質の改善及び沿川の賑わいの再生

3.   ロンドン河川再生アクションプランと具体事例紹介
・Jubilee川、Chinbrook Meadow公園・・・

スライド表紙

Jubilee川、Chinbrook Meadow公園

4.   気候変動へのテムズ川の挑戦
・おおおおおおおおお

5. 国際河川シンポジウム受賞（2010年）とその後国際河川シンポジウム受賞（ 年）とそ 後
・2010年受賞の概要説明
・賞金を活用したガンジス川との連携支援事業の紹介

講演の様子
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【講演 】イギリス テムズ川における活力ある川 取組み

3.各講演概要の紹介

【講演6】イギリス・テムズ川における活力ある川への取組み
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【講演 】イギリス テムズ川における活力ある川 取組み

3.各講演概要の紹介

【講演6】イギリス・テムズ川における活力ある川への取組み
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3.各講演概要の紹介

【講演7】ベトナムにおけるメコン川での洪水との共生

講演者：Dao Trong Tu所長（ベトナム水資源地球温暖化センター）

◆講演要旨：

1.   メコン河流域の概要説明
2.   メコン河の持続的開発に向けた協力

・メコン委員会の役割メコン委員会の役割
・メコン委員会の目的、アプローチ

3.   国際河川の水資源開発と管理への挑戦
・河川管理の課題（洪水、渇水、電源開発、水質・・・）

スライド表紙

・課題克服の解決策

4.   洪水との共生～ベトナムにおける挑戦
・メコン河がベトナムに及ぼす影響

過去の洪水被害例の紹介・過去の洪水被害例の紹介
・ベトナム政府の取組み（ハード対策、ソフト対策）

講演の様子
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【講演 】ベトナムにおけるメ ン川で 洪水と 共生

3.各講演概要の紹介

【講演7】ベトナムにおけるメコン川での洪水との共生
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【講演 】ベトナムにおけるメ ン川で 洪水と 共生

3.各講演概要の紹介

【講演7】ベトナムにおけるメコン川での洪水との共生
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4. 総合討論（パネルディスカッション）の紹介

【パネラー】【パネラー】

15:20‐17:15
・テーマ： マレーシアにおける河川再生のこれから
・座長： GEC（地球環境センター）Faizal所長
・パネリスト：

15:20‐17:15
・テーマ： マレーシアにおける河川再生のこれから
・座長： GEC（地球環境センター）Faizal所長
・パネリスト：

マレーシアKebangsaan大学 Mokhtar教授
JPS Malaysia（排水灌漑局）Husaini局長
豪州クイーンズランド大学 Eva Abal准教授

マレーシアKebangsaan大学 Mokhtar教授
JPS Malaysia（排水灌漑局）Husaini局長
豪州クイーンズランド大学 Eva Abal准教授

＜討論の要旨＞
・住民啓発が持続的な河川管理に向けて重要（Report Cardの導入）
・2020年に向けた明確なビジョンとターゲットを示す

総合討論の様子

・2020年に向けた明確なビジョンとターゲットを示す
・水資源を守り、川にごみを捨てない価値観を普及する
・ステークホルダー調整の機会を設ける
・すべての人が河川管理に携わる環境を醸成する
・コミュニケーションの仕組みを強化する
・リーダー（牽引役）を讃える仕組みをつくる
・企業の積極的な参画(CSR）を促す仕組みをつくる
・必要なことを まずは実行する etc・必要なことを、まずは実行する etc.
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5. 本フォーラムに参加しての感想と今後の取組み

本フォーラムの参加及び関係者との交流を通じては
様々な発見がありました。中でも、こうした素晴らし
い行事が企業のCSR活動として「民間主導」で企画・い行事が企業のCSR活動として「民間主導」で企画
運営され、NGOが具体活動の行動役となり、更にその

活動を河川管理を担う行政機関が全面的に支援すると
いう構図は、これからの日本の河川再生活動の更なる
推進に向け非常に参考となりました推進に向け非常に参考となりました。

具体的には、水環境と大きく関わるマレーシアを代
表するビール会社が、ビール工場横を流れる河川の環
境 生に 年間を費や 組 そ 得られた経

主催者からの感謝状の授与（川崎講師）
境再生に5年間を費やして取組み、そこで得られた経

験をマレーシア全土へ普及していくための手段として
本行事が開催され、プライベートセクターの河川管理
への参画のモデルケースとも言えるでしょう。

催 謝状 授 （川崎講師）

への参画のモデルケ スとも言えるでしょう。

JRRNでは、河川再生の技術はもちろんのこと、こ

うした仕組み面の諸外国の先進的な知見も学び、また
それらを日本国内に紹介しながら 日本の各地に相応それらを日本国内に紹介しながら、日本の各地に相応
しい河川再生の技術や仕組みづくりの発展に貢献して
参ります。

Malaysia NATIONAL RIVER FORUM 2012

招待講師及びパネリスト
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